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「秩父市太陽光発電設備の適正な設置等に「秩父市太陽光発電設備の適正な設置等に
関する条例」が施行されます関する条例」が施行されます

　10月１日㈰から、太陽光発電設
備の適正な設置等に関する条例が
施行されます。
　本条例は、太陽光発電設備の適正な設置、維持管
理、撤去等に関する必要事項を定め、災害の発生を
防止するとともに、自然環境、生活環境および景観
の保全に寄与することを目的としています。
　対象は、発電出力が10キロワット以上の太陽光発
電事業(屋根・屋上に設置するものを除く)で、10月
１日以降に設置工事を実施する際には、事前協議、
地域住民への周知等を経て、市長の同意が必要とな
ります。
　詳細は、市Ｃをご覧いただき、本条例の対象とな
る太陽光発電設備の事業計画等がございましたら環
境課までお問い合わせください。
１環境課☎２２－２３７８
３kankyo@city.chichibu.lg.jp

条例第７条に基づく「設置規制区域」
⑴　土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に
関する法律（平成12年法律第57号）第７条第１項の土砂災
害警戒区域及び第９条第1項の土砂災害特別警戒区域

⑵　森林法（昭和26年法律第249号）第５条第１項の地域森
林計画の対象とする森林の区域及び第25条第１項の保安林
の区域

⑶　急傾斜地の崩壊による災害の防止に関する法律（昭和44
年法律第57号）第３条第１項の急傾斜地崩壊危険区域

⑷　地すべり等防止法（昭和33年法律第30号）第３条第１項
の地すべり防止区域

⑸　砂防法（明治30年法律第29号）第２条の規定により指定
された砂防指定地

⑹　河川法（昭和39年法律第167号）第６条第１項の河川区
域及び第54条第１項の河川保全区域

⑺　農業振興地域の整備に関する法律（昭和44年法律第58号）
第８条第１項に規定する農業振興地域整備計画に定める農
用地等として利用すべき土地の区域

⑻　自然公園法（昭和32年法律第161号）第20条第１項の特
別地域及び第33条第１項の普通地域

⑼　鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律
（平成14年法律第88号）第28条第１項の鳥獣保護区
⑽　文化財保護法（昭和25年法律第214号）第92条第１項の
埋蔵文化財及び第109条第１項の史跡名勝天然記念物が所
在する区域

⑾　埼玉県立自然公園条例（昭和33年埼玉県条例第15号）第
12条第１項の特別地域及び第14条第１項の普通地域

⑿　埼玉県自然環境保全条例（昭和49年埼玉県条例第４号）
第17条第１項の特別地区、第18条第１項の野生動植物保護
地区及び第19条第１項の普通地区

⒀　前各号に定めるもののほか、災害の防止並びに自然環境、
生活環境及び景観の保全のため市長が特に配慮が必要と認
める区域

「設置規制区域」
　太陽光発電設備の設置が望ましくない区域を「設
置規制区域」として指定します。事業区域が設置規
制区域に位置するときは、原則、同意しません。

設置規制区域イメージ
この図面は太陽光発電事業に係る「設置規制区域」を
イメージとして表示したものです。
なお、この図面には、設置規制区域のうち、「⑸砂防指
定地」、「⑹河川区域及び河川保全区域」、「⑺農用地等と
して利用すべき土地の区域」、「⑽埋蔵文化財及び史跡名
勝天然記念物が所在する区域」は表示されていません。
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市報ちちぶは、町会の皆さんのご協力で配られています。市役所総合窓口、吉田・大滝・荒川
総合支所、各公民館、文化体育センター、市立病院でも配布しています。
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彩の国埼玉中小企業CO2削減大賞
「優秀賞」株式会社リテラ

埼玉ダイハツ販売株式会社との包括連携協定

　みどりが丘工業団地内でアルミ製品を
生産している「株式会社リテラ・秩父第
一工場」が、５月11日埼玉県知事から「彩
の国埼玉中小企業CO2削減大賞」優秀賞
を受賞されました。
　カーボンニュートラルへの挑戦とし
て、地球温暖化対策推進の取り組みに優
れ、地球温暖化防止に特に貢献をし、他
の模範となる県内600の大規模事業所の
中から選出されたものです。

　令和５年10月１日を基準日として
全国一斉に住宅・土地統計調査を実
施します。
　この調査は全国約340万世帯の
方々を対象とした大規模な調査で、
調査の結果は、暮らしと住まいに関
する計画や施策などに幅広く利用さ
れます。
　今回、国が市内131調査区を設定
し、その中から無作為に抽出した世
帯に対し調査を行うことになりました。
　調査の対象地域の世帯には９月上
旬から調査のお知らせを配布し、調
査をお願いすることになった世帯に
は、９月下旬から調査員が調査書類
の配布に伺います。
　回答いただいた内容は、統計以外
の目的に使用されることは一切あり
ませんので、ご理解とご協力をお願
いします。
１情報政策課☎２２－２２０４

　市と埼玉ダイハツ販売
株式会社は、相互の連携
を強化し、地域の活性化
および市民サービスの向
上を目的とするため、次
の項目について包括連携
協定を締結しました（令
和５年６月30日）。

【連携項目】
⑴地域産業の振興・支援
⑵観光振興
⑶災害支援
⑷交通安全
⑸教育・子育ての支援
⑹高齢者及び障がい者の支援
⑺市政情報の発信
⑻その他地域社会の活性化及び市民サービスの向上
　この協定に基づき、観光利用と公用の両方で利用できるカー
シェアサービスの実証実験を開始しました。今後も双方の保有す
る資源を活用した取り組みを進めていきます。
１総合政策課☎２２－２８２３

　物価の高騰に対する市の支援策として、上水道基本料金を４か月分
免除します。
対　象　秩父広域市町村圏組合水道局から給水している、秩父市内に
水栓がある全ての水道使用者（個人・法人）。ただし、官公署に属す
る公共施設等は対象外とします。
○奇数月検針の方は、令和５年10月・令和５年12月請求分
○偶数月検針の方は、令和５年11月・令和６年１月請求分
２免除の手続きは不要です。対象月の請求額から基本料金が自動的に
減額されます。
※ 使用水量に応じた㎥当たりの料金および下水道料金の減免はありません。
１免除制度に関すること　総合政策課☎２２－２８２３
　 水道料金に関すること　ちちぶ広域水道お客様センター
　　　　　　　　　　　　☎２５－５２２１

住宅・土地統計調査に
ご協力をお願いします

水道基本料金を４か月分免除します

知事公館
左：黒澤事務局長　中央：大野知事　右：秋山社長

メーター口径 基本料金（1検針・2か月分） 免除額（2検針・4か月分）
13mm 2,156円 4,312円
20mm 4,026円 8,052円
25mm 5,830円 11,660円

30・40mm 12,078円 24,156円
50mm 22,000円 44,000円
75mm 46,860円 93,720円
100mm 81,400円 162,800円
100mm超 170,500円 341,000円

※金額には消費税を含む水道基本料金の免除額


